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論文内容の要旨

(目的)

胸腺摘出術は，重症筋無力症に対し有効である。また抗アセチノレコリン受容体抗体は，重症筋無力症

患者の80-90% において血中に認められ，重症筋無力症の病因とされている。しかしながら，抗アセチ

ルコリン受容体抗体価の胸腺摘出術後の動態ならびに抗体価の変動と術後の臨床像との関連性は不明で

ある。

そこで，重症筋無力症患者の血中抗アセチノレコリン受容体抗体価を拡大胸腺摘出術前後に測定し検討

することによりこの二点を明確にせんとした。

(方法)

Osserman の臨床分類の全身型 (llA と II B) 重症筋無力症患者59例で術前抗アセチノレコリン受容体

抗体価を測定した。このうち24例については拡大胸腺摘出術後にも同様の測定を行なった。すなわち全

身型重症筋無力症で，術前抗アセチ jレコリン受容体抗体陽性の患者24例の術前血祭24検体と術後血衆41

検体につき抗体価を測定した。

抗アセチ jレコリン受容体抗体価は， -20 oCに凍結保存後に解凍した末梢静脈血祭を検体として，ラッ

トの除神経下腿筋から抽出したアセチルコリン受容体を抗原とした抗ヒ卜 IgG、法 lとより測定した。なお

正常人26人を対照とした。

拡大胸腺摘出術の効果判定は， Papatestasの規準に従い寛解・著明改善・中等度改善・不変・悪化に

分類した。術後の測定を行なった24例の術後追跡期間は平均 3 年であった。
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(結果)

l. 正常人の抗アセチ jレコリン受容体抗体価の平均値+ 3 SDは 0.33 nMであり，この値以下を正常値と

した。

2. 全身型重症筋無力症患者59例中50例 (85%) で抗アセチルコリン受容体抗体が陽』性であった。

3. 拡大胸腺摘出術後における各症例の最新時(平均 3 年)の抗アセチノレコリン受容体抗体価は. 21例

(87.5 %)で下降し. 3 例 (12.5%) で上昇した。抗アセチルコリン受容体抗体価の平均値は，術

前 6.4 1 土 6.21 (SD) nMから術後 2.62 ::t 2.60 (SD) nM に有意に下降した (P< 0.001 )。

4. 術後に抗アセチノレコリン受容体抗体価を測定した41検体の術後経過期間は. 1 カ月から 7 年 7 カ月

の範囲にあった。術後の抗体価の変化率を (術後抗体価一術前抗体価) -7-術前抗体価 x 1∞防)とし

て表わした。術後抗体価の変化率は. +60%から -95~ぢの聞に分布した。術後抗体価の変化率は，術

後 2 年未満ではバラツキが大きいが，術後 2 年以上では. 1 検体を除き 17検体で下降していた。また

術後抗体価の変化率と術後経過期間は，回帰直線 y = -0.46 x - 15.40. 相関係数 r 二一 0.316 (n 

ニ41)であり，負の相関を示した。 (P< 0.05) 。

5. 寛解 6 例の術後抗体価の変化率は. -58~ぢから -94~ぢの範囲に分布し，平均一75~ぢで全例著明に下

降していた。著明改善15例の術後抗体価の変化率の範囲は +60%から -95%. 平均一 28~ぢ，中等度改

善 6 例のそれは +lHぢから -31%. 平均一 11%であった口寛解例の術後抗体価の変化率と，著明改善

例の術後抗体価の変化率 (P< 0.02) ならびに中等度改善例の術後抗体価の変化率 (P< 0.005) と

の聞に有意差があった。すなわち拡大胸腺摘出術の臨床効果が大きいものほど術後抗体価の下降も大

きかっ fこ。

(総括)

l. 全身型重症筋無力症患者の抗アセチルコリン受容体抗体の陽性率は85%であった。

2. 拡大胸腺摘出術後の抗アセチルコリン受容体抗体価の平均値 2.62 :i: 2.60 nMは，術前値 6.41 土 6.21

nM'乙比し有意に低値であった (P<O.OOl)。また術後抗体価の変化率は，術後経過期間とともに低下

し，両者の聞に負の相関を認めた (P < 0.05)。

3. 術後抗アセチ Jレコリン受容体抗体価の平均変化率は，寛解 6 例では -75%であり，著明改善15例の

一 28~ぢ (P < 0.02) ならびに中等度改善 6 例の -11% (P<0.005) との聞に有意差を認めた。

論文の審査結果の要旨

本論文は，重症筋無力症に対する拡大胸腺摘出術により，血中抗アセチルコリン受容体抗体価が術後に

有意に下降する乙とを示し，また乙の下降の程度と術後経過期間との聞に有意の負の相関があることを

明らかにしたものである。更に本論文は術後抗体価の下降の程度と術後の症状改善度との聞に有意の関

係のある乙とを明らかにしている口

本論文は，重症筋無力症に対する外科治療の意義を明らかにした価値あるものと考える。
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